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C の概形は右図の通り。 ),( 111 yxP とすると、 ),( 111 yyH とおける。 
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したがって、△ 11HOP の面積と△ 22HOP の面積は等しい。(証明終) 
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210 xx ≦ のとき ②を用いると、求める面積 S は 
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21 0 xx ≦ のとき 同様に②を用いると 
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結局、いずれにしても 
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